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真
野
時
綱
『
藤
嶋
私
記
』
に
つ
い
て

狩　

野　

一　

三

は
じ
め
に

『
藤
嶋
私
記
』
は
、真
野
時
綱
（
時
縄
と
も
。
尾
張
国
津
島
神
社
累
代
の
神
官
。
慶
安
元
（
一
六
四
八
）
年
～
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
）

に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
の
自
序
を
有
す
る
尾
張
国
津
島
神
社
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て

は
、
管
見
の
限
り
で
は
未
だ
本
格
的
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い1

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
に
見
え
る
二
、三
の
傾
向
に
注
目
し
、
真
野

の
神
社
縁
起
執
筆
の
あ
り
方
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
．『
藤
嶋
私
記
』
の
概
略

そ
も
そ
も
尾
張
国
津
島
神
社
は
、『
延
喜
式
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
式
外
社
で
あ
る
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。『
延
喜
式
』
巻
九
神
祇
下
・

神
名
上
・
尾
張
国
一
百
廿
一
座
大
八
座　
　
　

小
一
百
十
三
座

・
海
部
郡
八
座
並
小
に
は
、

漆
部
神
社　

国
玉
神
社　

宇
太
志
神
社　

伊
久
波
神
社　

諸
鍬
神
社　

藤
嶋
神
社
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由
乃
伎
神
社　

憶
感
神
社

　

と
あ
る
よ
う
に2

、
津
島
神
社
の
名
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
そ
の
文
献
上
の
初
出
時
期
に
つ
い
て
は
、『
昭
和
四
十
九
年
度
古
文
書

等
緊
急
調
査
報
告
書　

津
島
神
社
文
書
目
録
』（
一
九
七
五
年
三
月　

愛
知
県
教
育
委
員
会
）
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

…
文
献
上
、
所
在
の
確
認
で
き
る
初
見
は
承
安
五
年
（
※
一
一
七
五
年
―
稿
者
注
）
で
あ
る
。
名
古
屋
市
内
の
七
ツ
寺
（
旧
所
在
は
中

島
郡
宣
津
里
―
稲
沢
七
ツ
寺
）
蔵
の
一
切
経
（
重
要
文
化
財
）
の
う
ち
大
般
若
経
二
百
三
十
一
（
承
安
正
月
十
八
日
書
写
）
の
奥
書
に

印
記
さ
れ
た
勧
請
文
に
伊
勢
の
多
度
・
美
濃
の
南
宮
等
の
式
内
の
大
社
と
と
も
に
津
島
の
名
が
み
え
る
。
つ
い
で
吾
妻
鏡
文
治
四
年
二

月
二
日
の
条
に
、
所
々
地
頭
等
所
領
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
い
て
関
東
か
ら
京
都
に
進
め
た
事
書
の
う
ち
に
「
修
理
大
夫
（
藤
原
定
輔
）、

尾
張
国
津
島
社
板
垣
冠
者
不
弁
所
当
之
由
事
」と
あ
る
か
ら
、鎌
倉
期
に
は
相
当
勢
力
を
も
っ
た
神
社
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

ま
た
『
神
道
史
大
辞
典
』
に
は
、「
国
史
・『
延
喜
式
』
に
は
み
え
ず
、
藤
原
期
書
写
と
考
え
ら
れ
る
『
無
量
義
経
』
と
『
観
普
賢
経
』（
名

古
屋
市
伊
藤
家
蔵
）
に
「
尾
州
津
嶋
牛
頭
天
王
」
と
み
え
る
の
が
初
見
で
あ
る
。」
と
あ
り
、
や
は
り
平
安
時
代
末
期
の
資
料
が
初
見
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
津
島
神
社
が
式
内
社
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
恐
ら
く
真
野
に
と
っ
て
『
藤
嶋
私
記
』
執

筆
の
大
き
な
動
機
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
（
後
述
）。

さ
て
『
藤
嶋
私
記
』
本
文
の
諸
本
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
刈
谷
市
中
央
図
書
館
（
八
冊
）、
鶴
舞
中
央
図
書
館
（
一
冊
）、
無
窮

会
神
習
文
庫
（
二
巻
二
冊
）、
旧
下
郷
文
庫
（
八
冊
。
但
し
戦
災
に
よ
り
焼
失
）
と
あ
る
が
、
本
稿
で
は
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
本
に
よ
る

こ
と
に
す
る
。
以
下
に
そ
の
略
書
誌
を
記
す
。

【
刈
谷
市
中
央
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
『
藤
嶋
私
記
』
略
書
誌
】

八
巻
八
冊　

四
つ
目
綴
。

表
紙　

原
装
縹
色
小
葵
艶
出
表
紙
、
2
8.

5
㎝
×
2
0.

5
㎝
（
第
一
冊
）。

題
簽　

左
肩
無
辺
。
第
一
冊
「
藤
嶌
私
記　

一
」
～
第
八
冊
「
藤
嶌
私
記　

八
尾
」。

序　
　
「
藤
嶋
私
記
序
」。「
時
元
禄
七
龍
在
戌
南
呂
下
澣
／
神
嶋
神
官　

真
野
時
縄
譔
」。　
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内
題　
「
藤
嶋
私
記
巻
之
一
」（
巻
第
七
ま
で
は
同
様
。
巻
第
八
の
み
、「
藤
嶋
記
巻
之
八
」）。

序　
　

十
行
×
十
四
字
内
外
。
字
高
２
２.

５
㎝
前
後
。

本
文　

十
一
行
×
十
四
字
内
外
。
字
高
２
２.

０
㎝
前
後
。

丁
数　

墨
付
第
一
冊
七
十
五
丁
（
序
四
丁
、
目
録
五
丁
半
、「
援
引
書
目
一
覧
」
七
丁
半
、
本
文
五
十
八
丁
）、
第
二
冊
四
十
三
丁
、
第
三
冊

四
十
五
丁
、
第
四
冊
四
十
三
丁
、
第
五
冊
四
十
五
丁
、
第
六
冊
三
十
六
丁
、
第
七
冊
三
十
八
丁
、
第
八
冊
三
十
一
丁
。

印
記　
「
大
正
記
念
／
藤
井
図
書
」（
第
一
冊
〜
六
冊
、
第
八
冊
前
遊
紙
オ
、
第
七
冊
一
丁
オ
、
第
一
冊
〜
七
冊
の
最
終
丁
ウ
）、
第
八
冊
の

最
終
丁
オ
、「
刈
谷
／
図
書
／
館
蔵
」（
各
冊
一
丁
オ
、
第
一
冊
十
八
丁
オ
）。

と
こ
ろ
で
先
に
津
島
神
社
が
式
内
社
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
『
藤
嶋
私
記
』
執
筆
の
大
き
な
動
機
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
の
は
、『
藤

嶋
私
記
』
序
文
の
以
下
の
部
分
に
よ
る
。
以
下
に
翻
刻
と
書
き
下
し
文
を
掲
出
す
る
。
な
お
、
字
体
は
基
本
的
に
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

以
下
『
藤
嶋
私
記
』
か
ら
の
引
用
は
全
て
同
様
の
形
で
行
う
。

…
今
―

此
ノ

如
キ二

日
─
本
捴
─
社
ノ

之
鎮
─
座
一 ノ

星
─
霜
最
モ―

尚
シ
テ

而
延
─
喜
─
神
─
名
─
式
ニ

所
―

謂
ル

雖
レ

為
ト二

海
―

部
ノ

郡
藤
―

嶋
ノ

神
―

社
一

世

─
人
不
レ

識
三

所
―

謂
藤
―

嶋
ハ 

為
タ
ル
コ
ト
ヲ

二

此
ノ

神
─
嶋
之
故
─
号
一

焉
神
─
人
モ

亦
不
レ シ

テ

   

闖
ハ二

乎
旧
─
記
ノ

深
─
故
ヲ一

箝
レ ム

コ
ト

口
ヲ

既
―

久
シ

矣
其
ノ

故

何
― レ

ハ

  

者
初
メ―

当
─
宮
方
テ二

于
延
─
喜
ノ

之
朝―
　
ニ一

入
二 寸

ハ

於
式
─
撰
ニ一

則
非
二

名
─
神
ノ

之
階―
　
ニ一

佗
─
後
逮
テ二

于
六
─
十
─
六
葉
一
─
條
─
院
ノ

正
─

暦
─
中
ニ一

而
為
ル二

官
─
社
ト一

然
モ

式
─
文
不
レ シ

テ

   

載
セ二

之
ヲ

津
─
嶋
ノ

神
ト一

為ス
ル

二

藤
―

嶋
ノ

神
ト一

者
ノ

其
ノ

由
─
縁
一
─
箇
ノ

宮
─
伝
ニ
シ
テ

而
顛
─
末
在
テ二

旧

─
典
ノ

深
─
致
一

存
セ
リ

焉
…

（
今
此
の
日
本
捴
社
の
鎮
座
の
如
き
星
霜
最
も
尚
し
て
延
喜
神
名
式
に
所
謂
海
部
郡
藤
島
の
神
社
為
り
と
雖
も
世
人
所
謂
藤
嶋
は
此

の
神
嶋
の
故
号
為
る
こ
と
を
識
ら
ず
。
神
人
も
亦
旧
記
の
深
故
を
闖
は
ず
し
て
口
を
箝
む
こ
と
既
に
久
し
。
其
の
故
何
れ
は
初
め
当

宮
延
喜
の
朝
に
方
て
式
撰
に
入
ね
は
則
ち
名
神
の
階
に
非
す
。
佗
後
六
十
六
葉
一
条
院
の
正
暦
中
に
逮
て
官
社
と
為
る
。
然
も
式
文

之
を
津
嶋
の
神
と
載
せ
ず
し
て
藤
嶋
の
神
と
す
る
者
其
の
由
縁
一
箇
の
宮
伝
に
し
て
顛
末
旧
典
の
深
致
に
在
て
存
せ
り
。）

　

以
上
の
よ
う
に
、
真
野
は
「
藤
嶋
」
と
は
「
神
嶋
」
＝
津
島
、
の
故
号
で
あ
っ
て
、
当
時
海
部
郡
に
は
別
に
藤
嶋
神
社
が
存
在
し
て
い
る
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の
に
も
関
わ
ら
ず
、『
延
喜
式
』
に
見
え
る
藤
嶋
神
社
と
は
現
在
の
津
島
神
社
の
こ
と
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
や
は

り
自
身
の
著
作
で
あ
る
『
多
度
大
神
本
縁
略
記
』（
伊
勢
国
多
度
神
社
に
つ
い
て
の
縁
起
。
元
禄
十
一
（
一
六
九
八
）
年
真
野
時
綱
序
、
寛

延
元
（
一
七
四
八
）
年
真
野
猶
綱
跋
）
に
於
い
て
、
多
度
神
社
の
末
社
で
あ
る
藤
島
神
社
に
つ
い
て
「
此
末
社
亦
院
外
而
丁
二

西
酉
一

。
神
号

社
地
未
レ

詳
。
予

按
、
天
武
天
皇
之
御
製
藤
浪
島
之
外
則
若
與
二

尾
州
海
部
郡
藤
島
神
社
一

同
神
歟
。
然
彼
藤
島
亦
未
レ

詳
二

其
神
号
一

、
則
叵
レ

決

二

猶
豫
一

耳
。」
と
述
べ
て
お
り3

、
当
代
の
尾
張
国
藤
嶋
神
社
の
由
緒
を
軽
視
す
る
よ
う
で
す
ら
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
真
野
の
説
は
一
見
し

て
か
な
り
強
引
で
あ
り
、
早
く
も
天
野
信
景
が
『
参
考
尾
張
本
国
帳
』
従
三
位
藤
島
神
社
（
元
禄
十
三
（
一
七
〇
〇
）
年
）
に
於
い
て
「
津

島
天
王
祠
是
也
、
但
津
島
社
伝
神
階
異
レ

之
、
按
秋
竹
村
有
二

藤
島
明
神
一

、
是
歟
、」4

と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
吉
見
幸
和
は
『
尾
張

祠
考
』
巻
上
・
尾
張
国
一
百
二
十
一
座
大
八
座　
　
　

小
一
百
十
三
座

・
海
部
郡
八
座
（
延
享
五
（
一
七
四
八
）
年
）
に
於
い
て
「
藤フ
ヂ
シ
マ島
神
社　

在
二

秋
竹
庄
秋
竹

村
一

、
俗
称
二

大
明
神
一

、
今
隷
二

海
東
郡
一

、
元
禄
以
来
、
好
事
者
、
以
レ

此
為
二

津
島
天
王
一

者
附
会
也
」
と
厳
し
く
批
判
す
る5

。
さ
ら
に
踏
み
込
ん

で
、
伴
信
友
『
神
名
帳
考
証
』（
文
化
十
（
一
八
一
三
）
年
）
付
箋
部
で
は
、『
藤
嶋
私
記
』
の
当
該
箇
所
を
引
用
し
た
う
え
で
「
さ
て
と
本

篇
に
は
、
鎮
坐
乃
来
歴
の
ミ
に
し
て
、
藤
嶋
神
社
た
る
の
証
を
見
ず
、
尤
当
社
を
、
他
よ
り
藤
嶋
神
社
と
称
す
る
の
説
な
し
、
さ
て
ハ
、
時

縄
可
序
文
に
、
随
ひ
可
た
し
、
後
人
此
序
を
見
て
ハ
、
ま
の
あ
た
り
惑
ふ
へ
け
れ
は
、
序
中
の
簡
要
た
る
所
を
摘
〻
、
弁
し
お
く
も
の
也
」

と
あ
る6

。『
延
喜
式
』
に
見
え
る
藤
嶋
神
社
を
津
島
神
社
、
と
す
る
真
野
の
説
は
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
『
延
喜
式
内
神
社
取
調
書
』

（
明
治
三
年
）に「
藤
島
神
社
…
其
内
一
説
に
藤
島
は
津
島
の
古
名
ま
た
其
所
の
牛
頭
天
王
は
藤
島
の
神
社
な
る
よ
し
い
へ
れ
と
更
に
拠
な
し
」

と
あ
り7

、
つ
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
藤
嶋
私
記
』
は
、そ
の
冒
頭
か
ら
津
島
神
社
の
部
外
者
で
あ
れ
ば
牽
強
付
会
で
あ
る
と
判
断
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
れ
は
津
島
神
社
の
由
緒
の
古
さ
を
強
調
し
、
社
と
し
て
の
格
を
上
げ
よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
の
は
、
著
者
が
累
代
の

神
官
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
っ
て
も
疑
い
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
同
様
の
意
図
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
を
挙
げ
て
い
く
。
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二
．「
津
島
」
を
「
日
本
」
に
準
え
る

　

以
下
に
挙
げ
る
の
は
、
端
的
に
述
べ
れ
ば
「
神
嶋
（
＝
津
島
）」
を
「
日
本
」
に
準
え
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
な
お
書
き
下
し
文
に
は
私

に
傍
線
を
付
す
。

〔
巻
一
〕○

当
宮
神
式
ノ

秘
─
説
ニ

曰
就
テレ

中
ニ

此
ノ

国
ヲ

謂
レ コ

ト
モ

日
─
本
ト

薬
師
ノ

日
─
光
月
─
光
出
─
世
坐
シ
テ

照
玉二

昼
─
夜
ヲ一

之
徳
也
然
ル―

間
古
ヘ

天
照

太
神
天
ノ

浮
―

橋
ノ

之
上
ニ
シ
テ

而
以
テ二

天
ノ

逆
―

矛
ヲ一

探
玉二

大
―

海
―

原
ヲ一

于
レ

時
老
─
翁
一
─
人
乗
二 シ

テ

葦
ノ

葉
ニ一

泛
ヒ―

出
テ

曰
ク

我
是
此
ノ

国
ノ

地
─
主
也

本
地
ハ

薬
師
也
ト

依
テ二

此
ノ

告
ニ一

此
ノ

国
名
二 ル

モ

磤
馭
盧
嶋
ト一

今
如
二 キ

此
ノ

神
嶋
ノ

之
事
一 ノ

歟
其
ノ

故
ハ

彼
ノ

葦
ノ

　

葉
ノ

之
成
レ リ

嶋
ト

闢
レ ル

国
ヲ

故
ニ

号
二 ル

ニ

豊
葦

原
国
一 ト

一
─
般
以
二

此
葦
一 ヲ

因
レ テ

崇
二 ル

ニ

我
国
ノ

之
地
─
主
一 ト

於
二 テ

今
此
ノ

神
─
嶋
一 ニ

亦
称
二 シ

テ

弥
五
郎
殿
一 ト

奉
レ

崇
二 メ

地
主
一 ト

云
云

神
宣
縁
起
之
説
亦
大

─
同
少
─
異
果
シ
テ

而
一
─
理
爾
又
註
二 シ

テ

弥
五
郎
殿
一 ヲ

云
弥
ト
ハ

者
如
レ シ

字
ノ

五
ハ

者
種
也
郎
ハ

者
継
也
殿
ト
ハ

者
命
也
云

云

縄
按
ニ

維
レ

此
ノ

一
─
説
沙
─
中
之
黄
─
金
尤
以
秘
─
決
有
二 リ

一
─
條
一

姑
ク

解
二

其
梗
─
概
一 ヲ

則
此
ノ

記
─
文
ノ

中
称
二 ス

ル

此
ノ

国
ト

者

豊
葦
原
ト

與
二

此
藤
嶋
一

併　
含
ス

焉
又
在
二 ル

コ
ト

磤
馭
盧
嶋
ノ

之
名
一

雖
レ

如
二 ト

混
─
雑
不
─
明
一 ナ

ル
カ

主
─
意
ハ

是
大ヲ
ホ

―

地ド
コ
ロ―

主ヌ
シ
ノ

 

之
本
─	

致
ニ
シ
テ

而
日
─
本
ノ

捴
─
号
喚
テ

為
二 ス

ル
ノ

藤
―

浪
ノ

里
一 ト

宮
─
伝
此
ノ

神
─
嶋
モ

亦
為
二 ス

ル
ノ

秋
―

津
―

嶋
一 ト

之
秘
─
説
摂
シ
テ

而
在
二

于
一
レ
茲

也
縦
ヒ

雖
レ

為
二 ト

歴
─
世
ノ

神
─
職
一

非
二 ン

ハ

具
─
眼
一 ニ

者
孰
レ
カ

能
ク

甞
レ ン

ヤ

之
ヲ

乎
况
佗
─
人
ヲ
ヤ

乎
或
人

問
曰
ク

神
─
嶋
初
─
生
ノ

之
説

甚
訝
シ

矣
何
ト
ナ
レ
ハ

者
此
ノ

類
─
説
有
二 リ

金
─
烏
─
玉
─
兎
─
集
一 ニ

彼
ノ

書
ノ

註
ニ

曰
南
─
膽
─
浮
─
州
建
─
立
之
後
諾ギ

冊ミ

二
― タ

神
ラ

自
二

高
―

天
ノ

原
一

指
―二

下
シ
テ

天
ノ

逆
―

矛
一 ヲ

南　
海
ニ

有
レ ン

ヤ
ト

国
哉
、
于
レ

時
老
─
翁
一
─
人
乗
二 シ

テ

藕
─
葉
一 ニ

出
二

海
─
上
一 ニ

二
─
神
問
曰

何
― ン

為
レ
ソ
ノ

者
ソ
ヤ

乎
答
我
ハ

此
ノ

界
ノ

之
地
─
主
也
出
─
現
ス
ル

故
ハ

者
此
ノ

界
於
レ ハ

有
二 ル

ニ

開
─
闢
一

者
草
─
木
可
二

青
色
一 ナ

ル

則
可
レ シ

為
二 ナ

ル

東
─
方
薬
─
師
ノ

瑠
─
璃
─
処
一 ト

我
モ

亦
末
─
代
ニ

成
二 テ

行
─
疫
─
神
一 ト

為
二 メ

ニ

三
─
毒
退
─
治
一 ノ

以
可
レ シ

ト

現
云

云

是
此
ノ

尊
─	

神
ノ

之
来
─
由
ト

也
然
ル
ヲ

私
カ
ニ

以
レ
ハ

則
二 テ

此
ノ

旧
─
説
一 ニ

為
二 ル

当
宮
ノ

旧
─
記
一 ヲ

者
明
ケ
シ

矣
然
― リ

非
ス
ヤ

耶
抒
亦
有
レ リ

ヤ

説
乎
解
シ
テ

云
不
レ

然
ニ

ハ
ア
ラ

若
― シ

夫
レ

強
テ

疑
レ

之
ヲ

則
神
─
嶋
初
─
成
之
説
後
─
来
遷
─
座
ノ

之
神
─
故
共
ニ

皆
暗
ニ

合
二 ヘ

リ

宗
─
廟
御
鎮
─
座
ノ

之
始
─
末
一 ニ

是

亦
疑
ン
カ

乎
将
タ

謂
レ ン

カ

擬
二 ス

ト

于
伊
勢
ノ

之
旧
─
記
一 ニ

乎
可
レ

致
レ

思
爾
且
亦
似
二 タ

ル
ヲ
ヤ

日
本
紀
神
代
ノ

之
記
─
文
一 ニ

モ

乎
不
レ ル

ノ

思
甚
ナ
リ

矣
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（
○
当
宮
神
式
の
秘
説
に
曰
く
、
中
に
就
て
此
の
国
を
日
本
と
謂
こ
と
も
薬
師
の
日
光
月
光
出
世
坐
て
昼
夜
を
照
玉
ふ
の
徳
也
、
然
る

間
古
へ
天
照
太
神
天
の
浮
橋
の
上
に
し
て
天
の
逆
矛
を
以
て
大
海
原
を
探
玉
ふ
、
時
に
老
翁
一
人
葦
の
葉
に
乗
し
て
泛
ひ
出
て
曰
く
、

我
是
此
の
国
の
地
主
也
、
本
地
は
薬
師
也
と
、
此
の
告
に
依
て
①

此
の
国
磤
馭
盧
嶋
と
名
る
も
今
此
の
神
嶋
の
事
の
如
き
か
、
其
の
故

は
彼
の
葦
の
葉
の
嶋
と
成
り
国
を
闢
る
故
に
豊
葦
原
国
と
号
る
に
一
般
此
葦
を
以
て
我
国
の
地
主
と
崇
る
に
今
此
の
神
嶋
に
於
て
亦
弥

五
郎
殿
と
称
し
て
地
主
と
崇
め
奉
る
と
云
云
、
神
宜
縁
起
の
説
亦
大
同
小
異
に
し
て
一
理
の
み
、
又
弥
五
郎
殿
を
註
し
て
云
弥
と
は
字

の
如
し
五
は
種
也
郎
は
継
也
殿
と
は
命
也
と
云
云
、

縄
按
に
、
維
れ
此
の
一
説
沙
中
之
黄
金
、
尤
秘
決
を
以
て
一
條
有
り
、
姑
く
其
梗
概
を
解
け
ば
②

此
の
記
文
の
中
此
の
国
と
称
す
る

は
豊
葦
原
と
此
の
藤
嶋
と
を
併
含
す
、
又
磤
馭
盧
嶋
の
名
在
る
こ
と
混
雑
不
明
な
る
か
如
し
と
雖
も
主
意
は
是
大
地
主
の
本
致
に
し

て
③

日
本
の
捴
号
喚
て
藤
浪
の
里
と
為
る
の
宮
伝
此
の
神
嶋
も
亦
秋
津
嶋
と
為
る
の
秘
説
摂
し
て
茲
に
在
る
也
、
縦
ひ
歴
世
の
神
職
為

り
と
雖
も
具
眼
に
非
ん
は
孰
れ
か
能
く
之
を
甞
ん
や
、
况
ん
や
佗
人
を
や
、
或
人
問
ひ
て
曰
く
神
島
初
生
の
説
甚
訝
し
、
何
と
な
れ
は

此
の
類
説
金
烏
玉
兎
集
に
有
り
、
彼
の
書
の
註
に
曰
く
南
膽
浮
州
建
立
の
後
諾
冊
二
た
神
ら
高
天
の
原
よ
り
天
の
逆
矛
を
指
し
下
し
て

南
海
に
国
有
ん
や
と
、
時
に
老
翁
一
人
藕
葉
に
乗
し
て
海
上
に
出
づ
、
二
神
問
ひ
て
曰
く
、
何
為
れ
そ
の
者
そ
や
、
答
ふ
る
に
我
は
此

の
界
の
地
主
也
、
出
現
す
る
故
は
此
の
界
開
闢
有
る
に
於
て
は
草
木
青
色
な
る
へ
し
、
則
ち
東
方
薬
師
の
瑠
璃
処
と
為
る
可
し
、
我
も

亦
末
代
に
行
疫
神
と
成
て
三
毒
退
治
の
為
め
に
以
て
現
す
可
し
と
云
云
、
是
此
の
尊
神
の
来
由
と
也
、
然
る
を
秘
か
に
以
れ
は
此
の
旧

説
に
則
て
当
宮
の
旧
記
を
為
る
は
明
け
し
、
然
り
非
す
や
、
抒
亦
説
有
り
や
、
解
し
て
云
く
然
る
に
は
あ
ら
ず
、
若
し
夫
れ
強
て
之
を

疑
ふ
、
④

則
ち
神
島
初
成
の
説
後
来
遷
座
の
神
故
共
に
皆
暗
に
宗
廟
御
鎮
座
の
始
末
に
合
へ
り
、
是
亦
疑
ん
か
、
将
た
伊
勢
の
旧
記
に

擬
す
と
謂
ん
か
、
思
い
を
致
す
へ
し
、
且
亦
日
本
紀
神
代
の
記
文
に
も
似
た
る
を
や
、
思
は
ざ
る
の
甚
な
り
、）

　

ま
ず
真
野
は
『
当
宮
神
式
』
の
説
を
ひ
き
、
傍
線
部
①
の
「
此
の
国
」
に
つ
い
て
注
し
、
傍
線
部
②
、
③
で
断
定
的
に
津
島
＝
日
本
と
い

う
説
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
傍
線
部
④
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
、「
神
嶋
（
＝
津
島
）」
創
成
の
由
来
と
、
地
主
神

「
弥
五
郎
殿
」
が
牛
頭
天
王
の
来
臨
に
あ
た
っ
て
土
地
を
譲
っ
た
、
と
い
う
「
神
故
」
と
、『
当
宮
神
式
』
で
語
ら
れ
る
「
磤
馭
盧
嶋
」
創
成
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の
由
来
と
地
主
神
「
牛
頭
天
王
」
が
天
照
太
神
の
来
臨
に
あ
た
っ
て
国
を
譲
っ
た
と
い
う
「
神
故
」
の
構
図
が
よ
く
合
致
す
る
、
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た8

。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
「
津
島
」
を
「
日
本
」
に
準
え
る
説
は
、
こ
の
後
更
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

三
．
天
照
大
神
＝
素
戔
嗚
尊
説
を
展
開
す
る

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、「
藤
浪
」
と
い
う
地
名
を
介
し
て
津
島
と
伊
勢
と
を
結
び
付
け
、
更
に
一
段
階
進
ん
で
天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
を
同

体
別
称
の
神
と
す
る
説
を
展
開
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

〔
巻
一
〕○

藤
記
ニ

曰
此
国
ト

與
二

伊
─
勢
ノ

国
一

称
ス
ル

藤
―

浪
ノ

里
一 ト

習
ヒ
ノ

之
事
口
─
伝
ニ

曰
藤
浪
ノ

里
ト
云

事
ハ

伊
─
勢
ノ

之
秘
也
故
ニ

此
国
伊
勢
ト

習
レ 寸

ハ

之
則

藤　
浪
ノ

里
ハ

者
日
─
本
ノ

国
ノ

之
惣
─
号
也
於
二 ハ

此
ノ

国
一 ニ

者
別コ
ト
ニ

尾
陽
津
嶋
一
─
嶋
ノ

之
習
ヒ

也
ト

又
云
於
二 テ

彼
嶋
一 ニ

神
木
ト
ハ

習
レ ラ

ヒ

之
ヲ

此
ノ

国
ノ

始
ヨ

リ

而
所
ノレ

在
ル

木
也
七
度
種
─
子
替
レ
リ

矣
神
木
又
七
─
度
ノ

之
後
ニ
ハ

者
必
可
レ

知
二

三
─
株
一 ト

也
云

云

縄
按
ニ

此
ノ

記
ノ

之
伝
─
義
此
ノ

神
─
嶋
ト

與
二

伊
─
勢
一

又
日
本
一
─
洲
ト

與
二

伊
─
勢
藤
―

嶋
一

為
二

同
─
一
ノ

之
神
州
一 ト

最
モ

似
二 テ

迂
─	

遠
一 ナ

ル
ニ

甚
タ

幽
─
深
微
─
妙
也
倩〳
〵

以
レ
ハ

天
照
太
神
ト

與
二

吾
カ

素
盞
烏
尊
一

者
其
神
─
功
雖
レ

肖
二 タ

リ
ト

善
─
悪
邪
─
正
春
─
秋
昼

─
夜
水
─
火
一 ス

ル
ニ

果
シ
テ

表
─
裏
外
─
内
同
─
一
─
理
ニ
シ
テ

而
不
レ ル

ノ

可
二

偏
― ツ

〳
〵

立
一 ツ

之
神
─
徳
於
二

書
─
伝
一 ニ

尤
分
─
明
也
是
レ

則

不
二 ヤ

同
─
體
別
─
称
ノ

之
幽
─
契
一 ナ

ラ

乎
其
ノ

神
─
地
ヤ

也
曰
レ ヒ

伊
─
勢
曰
レ ヒ

藤
─
嶋
ト

其
初
メ

一
─
時
同
─
起
ノ

大
―

八
―

洲
也
殊
ニ

藤
―

浪
ノ

里
─
名
於ニ
レ

伊
─
勢
於ニ

此
レ ノ

処
維
― レ

此
ノ

神
─
契
非
レ

小ヲ
ボ

―

縁ロ
ケ
ニ

 
矣
猶
在
二 テ

社
伝
一
─
往
ノ

之
深
─
秘
一

曰
大
―

八
―

洲
六
─
嶋
成
レ
ル
ノ

之
後

以
二

出
─
雲
ノ

国
一 ヲ

称
レ シ

テ

根
― ノ

国
ト

為
二

尊
─
神
退
─
休
ノ

之
地
二

大
巳
貴
命
ノ

之
日
―

隅
ノ

宮
―

地
一 ト

是
因
二 レ

リ

于
天
メ
ノ

神
又
ハ

皇
―

孫
ノ

尊
ノ

之

勅
一 ニ

也
然
シ
テ

後
雖
三

尊
神
ノ

之
荒
―

魂
ハ

如カ
―

斯ク

在
二 ト

退
─
隠
ノ

典
─
拠
一

尚
ヲ

在
三

和
―

魂
ノ

之
留
リ

――二

坐
ス

于
韓カ
ラ

―

国
一 ニ

其
ノ

荒
―

魂
先
ツ

帰
二 玉

フ

於
出

雲
一 ニ

也
何
― ヲ

以
識
― ル

ト
ナ
ラ
ハ

諸
尊
─
神
到
テ

出
─
雲
一 ニ

而
後
斬
玉二
ヘ
ハ

乎
大
―

蛇
一 ヲ

也
大
―

蛇
ハ

何
― ソ

ヤ

也
是
尊
─
神
ノ

初
メ

無
─
明
ノ

神
─	

性
ト
云

者
乎
是
レ

荒
―

魂
先
ツ

帰
二 玉

於
異
─
域
一 ヨ

リ

之
明
─
徴
也
爰
― ニ

知
レ
ヌ

此
神
嶋
ノ

之
自
― ラ

凝
レ
ル
ヤ

也
一
─
葦
化
シ
テ

成
二 ル

ヤ

地
─
主
ノ

神
─	

地
一 ト

也
似
レ タ

ル
コ
ト
ヲ

有
レ ル

ニ

所
レ

俟
ツ

焉
曰
ク

俟
レ ツ

ヤ

何
ヲ
カ

哉
使
三 ン

ト
也

和
―

魂
ヲ
シ
テ

皈
二

著
セ

于
此
ノ

処
一 ニ

也
是
― レ

併
予
メ

非
レ

知
レ ル

ニ

之
ヲ

至
二 テ

欽
明
帝
ノ

朝
一 ニ
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有
二 テ

九
─
鳥
一

論
二 セ

リ

于
神
─
宣
ヲ

於
馬
─
津
ノ

渡
居
―

森
ノ

之
梢
一 ニ

於
レ

是
尊
─
神
ノ

之
経
─
歴
宮
─
地
ノ

之
顛
─
末
指
─
掌
ノ

巨
─
細
始
テ

如
レ シ

得
二 タ

ル
カ

乎
闇
─
夜
ニ

於
灯
─
火
一 ヲ

不
レ ン

ハ

然
者
自
二

欽
明
帝
ノ

元
年
一

至
二

元
禄
七
年
ノ

之
于
一レ

今
一
千
一
百
五
十
余
歳
之
神
─
伝
数
─

世
ノ

之
神
─
民
宜
其
レ

得
レ ン

ヤ

與
リ二

聞
コ
ト
ヲ

之
ヲ一

神
青
ナ
ル

哉
神
─
嶋
之
来
─
由
尤
仰
テ

可
レ

信
ス

爾

（
○
藤
記
に
曰
く
、
此
国
と
伊
勢
の
国
と
藤
浪
の
里
と
称
す
る
習
ひ
の
事
口
伝
に
曰
藤
浪
の
里
と
云
事
は
伊
勢
の
秘
也
、
故
に
此
国
伊

勢
と
之
を
習
ふ
と
き
ん
ば
藤
浪
の
里
は
日
本
の
国
の
惣
号
也
、
此
国
に
於
て
は
別
に
尾
陽
津
島
一
嶋
の
習
ひ
也
と
、
又
云
彼
嶋
に
於
て

神
木
と
は
之
を
習
ら
ひ
此
の
国
の
始
よ
り
在
る
所
の
木
也
、
七
度
種
子
替
れ
り
神
木
又
七
度
の
後
に
は
必
ず
三
株
知
る
べ
き
也
と
云
云

　

縄
按
に
、
①

此
の
記
の
伝
義
此
の
神
嶋
と
伊
勢
と
又
日
本
一
州
と
伊
勢
藤
嶋
と
同
一
の
神
州
と
為
せ
り
、
最
も
迂
遠
な
る
に
似
て
甚

た
幽
深
微
妙
也
、
②

倩
〳
〵
以
れ
は
天
照
太
神
と
素
盞
烏
尊
と
は
其
神
功
善
悪
邪
正
春
秋
昼
夜
水
火
す
る
に
肖
た
り
と
雖
も
果
し
て
表

裏
外
内
同
一
理
に
し
て
偏
つ
〳
〵
立
つ
可
か
ら
ざ
る
の
神
徳
た
る
こ
と
書
伝
に
於
て
分
明
也
、
是
れ
則
ち
同
體
別
称
の
幽
契
な
ら
ざ
る

や
、
其
の
神
地
や
伊
勢
と
曰
ひ
藤
嶋
と
曰
ひ
其
初
め
一
時
同
起
の
大
八
洲
也
、
殊
に
藤
浪
の
里
名
伊
勢
に
此
の
処
に
維
れ
此
の
神
契
小

縁
に
非
ず
、
猶
社
伝
一
往
の
深
秘
に
在
り
て
曰
く
大
八
洲
六
島
成
れ
る
の
後
出
雲
国
を
以
て
根
の
国
と
称
し
て
尊
神
退
休
の
地
と
為
し

大
巳
貴
命
の
日
隅
の
宮
地
と
為
す
、
是
天
め
の
神
又
は
皇
孫
の
尊
の
勅
に
因
れ
り
や
、
然
し
て
後
尊
神
の
荒
魂
は
如
斯
退
隠
の
典
拠
在

り
と
雖
も
尚
を
和
魂
の
韓
国
に
留
り
坐
す
こ
と
在
り
、
其
荒
魂
先
つ
出
雲
に
帰
玉
こ
と
也
、
何
を
以
て
識
る
と
な
ら
ば
諸
尊
神
出
雲
に

到
て
後
大
蛇
を
斬
玉
へ
は
也
、
大
蛇
は
何
そ
や
、
是
尊
神
の
初
め
無
明
の
神
性
と
云
者
か
、
是
荒
魂
先
つ
異
域
よ
り
帰
玉
ふ
の
明
徴
也
、

爰
に
知
ん
ぬ
此
神
島
の
自
ら
凝
れ
る
や
、
一
葦
化
し
て
地
主
の
神
地
と
成
る
や
、
俟
つ
所
有
る
に
似
た
る
こ
と
を
曰
何
を
か
俟
つ
や
、

和
魂
を
し
て
此
の
処
に
皈
著
せ
し
め
ん
と
也
、
是
れ
併
ら
予
め
之
を
知
る
に
非
ず
、
欽
明
帝
の
朝
に
至
て
九
鳥
有
て
神
宣
を
馬
津
の
渡

居
森
の
梢
に
諭
せ
り
、
是
に
於
て
尊
神
の
経
歴
宮
地
の
顛
末
指
掌
の
巨
細
始
て
闇
夜
に
灯
火
を
得
た
る
か
如
し
、
然
ら
ず
ん
は
欽
明
帝

の
元
年
よ
り
元
禄
七
年
の
今
に
至
る
ま
で
一
千
一
百
五
十
余
歳
の
神
伝
数
世
の
神
民
宜
し
く
其
れ
之
を
與
り
聞
く
こ
と
を
得
ん
や
、
神

青
な
る
哉
、
神
島
の
来
由
尤
も
仰
て
信
す
べ
し
、）

こ
こ
で
は
真
野
は
、
傍
線
部
①
で
『
藤
記
』
を
注
し
て
伊
勢
の
藤
浪
と
津
島
の
旧
名
と
し
て
の
藤
浪
、
と
い
う
共
通
点
で
伊
勢
と
津
島
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を
関
連
付
け
、
更
に
「
神
嶋
（
＝
津
島
）」
＝
「
伊
勢
」、「
日
本
一
洲
」
＝
「
伊
勢
津
島
」
と
い
う
説
を
展
開
す
る
。
こ
の
関
連
付
け
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
祭
神
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
及
び
、
遂
に
傍
線
部
②
に
於
い
て
天
照
大
神
と
素
戔
嗚
尊
を
表
裏
の
関
係
と
い
う
段
階
か
ら
一
段

引
き
上
げ
、
同
体
別
称
の
神
と
し
て
統
合
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
藤
浪
」
に
関
連
し
て
、『
藤
嶋
私
記
』
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

〔
巻
一
〕…

日
─
本
ノ

別
名
謂
二 フ

藤
浪
ノ

里
一 ト

者
ノ

吾
カ

旧
─
記
ノ

外
ニ
ハ

今
川
了
俊
ノ

之
所
─
撰
於
二 テ

言
塵
集
一 ニ

始
テ

見
レ ル

之
爾
（
日
本
の
別
名
藤
浪
の
里
と

謂
ふ
者
吾
か
旧
記
の
外
に
は
今
川
了
俊
の
所
撰
言
塵
集
に
於
い
て
之
を
み
る
の
み
）

　

以
上
の
よ
う
に
あ
る
が
、『
言
塵
集
』
二
で
は
「
一
．
日
本
国
名
事
」
と
し
て
「
浦
安
国　

玉
垣
の
内
国　

藤
根
国
…
」
と
あ
る
よ
う
に9

、

「
浪
」
で
は
な
く
「
根
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
よ
り
古
く
は
『
詞
林
采
葉
抄
』
に
も
日
本
国
の
別
称
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
最
古

写
本
で
あ
る
陽
明
本10

を
参
照
す
る
と
、
日
本
の
「
実
名
」
と
し
て
、「
藤ト
ウ

根コ
ン

国コ
ク

」
と
ル
ビ
を
ふ
ら
れ
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
浪
」
と
「
根
」

と
は
旁
の
部
分
が
よ
く
似
て
い
る
た
め
、
日
本
の
別
称
を
「
藤
浪
国
」
と
し
た
『
言
塵
集
』
の
伝
本
が
無
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、『
詞

林
采
葉
抄
』
に
ル
ビ
付
き
で
「
根
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
本
来
的
に
は
「
藤
根
国
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
、『
藤
嶋
私
記
』
に
見
え
る
記
事
は
、真
野
或
い
は
「
旧
記
」
の
著
者
が
作
為
的
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四
．
神
統
に
つ
い
て
の
説
の
異
な
り

　

次
に
挙
げ
る
の
は
、真
野
が
神
統
に
つ
い
て
独
自
の
説
を
展
開
す
る
箇
所
で
あ
る
。津
島
神
社
の
末
社
の
一
つ
、多
度
御
前
の
項
を
挙
げ
る
。

〔
巻
三
・
十
二
末
社
〕

▲
多
─
度
ノ

御
―

前　

一
─
区

○
問
此
ノ

神
ハ

者
伊
─
勢
桑
名
ノ

郡
多
度
ノ

神
同
─
躰
乎
曰
否
此
ノ

社
ハ

南
門
ノ

之
西
─
掖
ニ

北
─
面
也
合
─
家
ニ
ハ

者
為
二

本
─
地
弥
─
勒
菩

薩
ト一

是
則
大ヲ
ヽ

―

年ト
シ
ノ

 

神
ノ

御ミ
―

子コ

羽ハ
―

山ヤ
マ

―

戸ベ
ノ

―

神
ニ
シ
テ

而
母
ハ

者
和ワ
―

迦カ
―

流ル
―

美ミ

豆ヅ
―

姫ヒ
メ
ノ 

神
也
社
─
号
称
二 ス

ル

多タ

度ド
ト一

者ノ
ハ

里
─
諺
云
伊
─
勢
ノ

国
多
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─
度
─
山
ノ

之
絶
─
頂
上
─
古
ハ

丁
二 テ

此
ノ

社
ノ―

後
一

遠
─
望
一
─
奇
─
絶
尤
足
レ レ

リ

凝
二 ス

ニ

皆
─
眸
一 ヲ

也
殊
ニ

羽ハ
―

山
ヤ
マ
ト
ハ

者
山
―

麓
ノ

之
秘
─
名
ニ
シ
テ

暗
ニ

合カ
ナ
フ二

于
神
─
名
一 ニ

是
故
ニ

推
シ
テ

以
為
レ ス

ト

社
─
号
ト

是
レ

多タ

─
度ド

社
─
号
ノ

之
一
─
伝
也
因
二 ラ

ハ

此
ノ

説
一 ニ

者
亦
将ハ
タ

天ア
メ

―

目マ
―

一ヒ
ト
ツ―

箇
ノ

神
也ナ
ラ

─
乎ン
カ

何
― ン

ト
ナ
レ
ハ

者
天ア
メ

―

目マ
―

一ヒ
ト
ツ―

箇
― ノ

神
ハ

者
天ア
マ

―

津ツ
―

彦ヒ
コ

―

根ネ
ノ

―

命
ノ

之
児ミ
コ
ニ
■

而
尊
神
ノ

之
御
─
孫
也
世
ニ

多
─
度
ノ

神
ヲ

奉
レ ル

称
二 シ

一イ
チ

─
目モ
ク

─
連レ
ン
ト一

則
与
二

此
ノ

神
─
社
一

其
ノ

神
一
─
躰
ナ
レ
ハ

者
也
雖
レ

然
以
レ

前
─
説
可
レ キ

為
二

正
─
伝
一 ト

乎
而
シ
テ

自
レ リ

此
レ

此
― ノ

社
神
─
名
不
二

一
─
決
一 セ

又
為
二 ス

弥
─
五

─
郎
─
殿
ノ

之
仮カ
リ

―

殿ド
ノ
ト一

是
決
シ
テ

而
謬
─
伝
ニ
シ
テ

違　
例
之
甚
― シ

キ

者
也
其
故
何
― ン

ト
ナ
レ
ハ

者
存
二 ス

ル
ノ

御
─
正
─
躰
一 ヲ

社
ハ

者
不
レ ル

コ
ト

用
二

仮カ
リ

―

殿ド
ノ

一 ニ

是
故
─
実
也
想
ニ

弥
五
─
郎
─
殿
ノ

之
北
─
掖
ニ

在
二 リ

毘
─
沙
─
門
─
堂
ノ

之
小
─
祠
一

是
則
可
レ

為
二

弥
─
五
─
郎
─
殿
ノ

之
仮カ
リ

―

殿ド
ノ

一

歟
其
ノ

謂
レ
ハ

者
旧
─
来
合
─
家
ノ

之
一
─
記
ニ

弥
─
五
─
郎
殿
ノ

本
─
地
為
二

多タ
モ
ン
デ
ン
ト

聞
天
一

多タ

─
聞モ
ン

毘ビ

─
沙シ
ャ

─
門モ
ン

本
―

是
一
─
仏
別
─
称
ナ
ル
寸
ハ

則
不
ルレ

足
レ

疑
ニ

耳
多
─
度
ノ

社
ハ

者
弥
五
郎
殿
ノ

南
─
掖
也
然
― ル

則
両
─
掖
南
─
北
忘
─
失
ノ

之
違
─
例
也
― ク

爾
大
─
抵
人
─
事
ハ

以
レ テ

不
レ ル

ヲ

改
二

旧

─
誤
一 ヲ

為
レ

善
ト

於
二 テ

ハ

唯
神
─
事
大
礼
ノ

之
違
─
例
一 ニ

者
上
─
代
モ

亦
諸
─
社
必
ス

有
レ テ

祟
二 リ

国
家
一 ニ

出
二 タ

ル
コ
ト

于
亀
筮
一 ニ

載
テ

而
存
二 セ

リ

方
─
策
一 ニ

矣

平
民
尚ス
ラ

猶
有
二

此
ノ

恐
─
懼
一

神
人
豈
不
レ ン

ヤ

存
二

此
ノ

慎
一 ヲ

耶
前
程
モ

亦
非
レ ス

近
ニ

可
レ

致
レ

思
耳
唯
是
非
二 ン

ハ

好
─
古
慎
─
密
ノ

之
量
一 ニ

孰
レ
カ

得
テ

而

論
レ セ

ン

之
或
人

云
吾
─
子
可
レ ン

カ

改
二 ム

旧
─
誤
一 ヲ

乎
曰
改
テ

有
レ リ

可
ナ
ル

有
レ リ

不
─
可
ナ
リ

此
ノ

誤
雖
レ フ

ト
モ

改
ト

無
レ 寸

ハ

客
則
可
ナ
ラ
ン
カ

也
─
乎

〔
附
箋
〕

　
　

多
度
天
目
一
守
化
ノ
／
足
立
本
ヨ
リ
写
申
候
也
／
多
度
ノ
縁
起
ニ
現
■

（
▲
多
度
の
御
前　

一
区

○
問
ふ
、
此
の
神
は
伊
勢
桑
名
の
郡
多
度
の
神
同
躰
か
、
曰
く
否
、
此
の
社
は
南
門
の
西
掖
に
北
面
也
、
合
家
に
は
本
地
弥
勒
菩
薩

と
為
す
、
是
則
ち
大
年
神
の
御
子
羽
山
戸
神
に
し
て
母
は
和
迦
流
美
豆
姫
神
也
、
社
号
多
度
と
称
す
る
の
は
里
諺
に
云
く
、
伊
勢
の

国
多
度
山
の
絶
頂
上
古
は
此
の
社
の
後
に
丁
て
遠
望
一
奇
絶
尤
も
皆
眸
を
凝
す
に
足
れ
り
や
と
、
殊
に
羽
山
と
は
山
麓
の
秘
名
に
し

て
暗
に
神
名
に
合
ふ
、
是
故
に
推
し
て
以
て
社
号
と
為
す
と
、
是
多
度
社
号
の
一
伝
也
、
此
の
説
に
因
ら
は
亦
将
た
天
目
一
箇
神
な

ら
ん
か
、
何
と
な
れ
は
天
目
一
箇
神
は
天
津
彦
根
命
の
児
に
■
■
尊
神
の
御
孫
也
、
世
に
多
度
の
神
を
一
目
連
と
称
し
奉
る
、
則
ち

此
の
神
社
と
其
の
神
一
躰
な
れ
は
也
、
然
り
と
雖
も
前
説
を
以
て
正
伝
と
為
す
べ
き
か
、
而
し
て
此
れ
よ
り
此
の
社
神
名
一
決
せ
ず
、
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又
弥
五
郎
殿
の
仮
殿
と
為
す
、
是
決
し
て
謬
伝
に
し
て
違
例
の
甚
し
き
者
也
、
其
の
故
何
と
な
れ
は
御
正
躰
を
存
す
る
の
社
は
仮
殿

に
用
い
ざ
る
こ
と
是
故
実
也
、
想
ふ
に
弥
五
郎
殿
の
北
掖
に
毘
沙
門
堂
の
小
祠
在
り
、
是
則
ち
弥
五
郎
殿
の
仮
殿
と
す
べ
き
か
、
其

の
謂
れ
は
旧
来
合
家
の
一
記
に
弥
五
郎
殿
の
本
地
を
多
聞
天
と
為
す
、
多
聞
毘
沙
門
本
是
一
仏
別
称
な
る
寸
は
則
ち
疑
ふ
に
足
ら
ざ

る
の
み
、
多
度
の
社
は
弥
五
郎
殿
の
南
掖
也
、
然
る
則
ち
両
掖
南
北
忘
失
の
違
例
也
爾
、
大
抵
人
事
は
旧
誤
を
改
め
ざ
る
を
以
て
善

と
為
す
、
唯
神
事
大
礼
の
違
例
に
於
て
は
上
代
も
亦
諸
社
必
ず
国
家
に
祟
り
有
て
亀
筮
に
出
た
る
こ
と
載
せ
て
方
策
に
存
せ
り
、
平

民
尚
猶
此
の
恐
懼
有
る
が
ご
と
し
、
神
人
豈
此
の
慎
を
存
せ
ざ
ら
ん
や
、
前
程
も
亦
近
き
に
非
ず
、
思
ひ
を
致
す
べ
し
、
唯
是
好
古

慎
密
の
量
に
非
ず
ん
は
孰
れ
か
得
て
之
を
論
せ
ん
、
或
人
云
く
、
吾
子
旧
誤
を
改
む
べ
け
ん
か
、
曰
く
改
て
可
な
る
有
り
不
可
な
る

有
り
、
此
の
誤
り
改
む
る
と
雖
ふ
と
も
害
無
き
寸
は
則
ち
可
な
ら
ん
か
、）（
※
■
は
判
読
不
能
箇
所
。）

　

こ
こ
は
、
真
野
が
津
島
神
社
の
末
社
の
多
度
御
前
の
祭
神
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
伊
勢
国
の
多
度
神
社
（
現
在
の
多
度

大
社
）
は
、
天
津
彦
根
命
と
天
目
一
箇
神
と
を
祀
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が11

、
同
名
の
多
度
御
前
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、「
羽
山
戸
神
」
を

祀
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
羽
山
戸
神
は
父
が
大
年
神
、
母
が
和
迦
流
美
豆
姫
神
（
他
書
で
は
多
く
「
天
知
迦
流
美
豆
姫
神
」）
で
あ
り
、
こ

の
系
譜
は
『
古
事
記
』
に
登
場
す
る
。
大
年
神
は
須
佐
之
男
命
の
子
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
で
は
須
佐
之
男
命
の
子
孫
に
二
系
列
（
櫛
名

田
比
売
系
と
神
大
市
比
売
系
）
が
あ
り
、
大
年
神
は
後
者
の
系
列
に
い
る
。
つ
ま
り
羽
山
戸
神
は
、
須
佐
之
男
命
の
孫
に
あ
た
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
津
彦
根
命
は
、
天
照
大
神
と
素
戔
鳴
尊
の
誓
約
に
於
い
て
生
ま
れ
た
神
で
あ
る
。
ま
た
天
目
一
箇
神
は
『
日
本
書
紀
』
神

代
下
第
九
段
一
書
二
に
高
皇
産
霊
尊
が
皇
孫
奉
護
の
神
と
し
て
「
作
金
者
」
と
定
め
た
と
あ
り
、
ま
た
『
古
語
拾
遺
』
で
は
天
岩
戸
開
き
の

場
面
で
種
々
の
刀
・
斧
・
鉄
鐸
を
作
っ
た
と
あ
る
。
記
紀
に
こ
の
二
神
を
親
子
と
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
ず
、
文
献
上
の
初
出
は
『
新
撰
姓

氏
録
』
山
城
国
神
別
に
「
山
背
忌
寸　

天
都
比
古
祢
命
子
天
麻
比
止
都
祢
命
之
後
也
」
と
あ
る
も
の
に
な
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
羽
山
戸
神
と
天
目
一
箇
神
は
、
同
世
代
の
神
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
も
っ
て
、
真
野
は
前
掲
箇
所
で

多
度
神
社
と
多
度
御
前
の
祭
神
が
同
体
別
称
の
神
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
探
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
真
野
は

素
戔
烏
尊
―
天
津
彦
根
命
―
天
目
一
箇
神
と
い
う
系
譜
を
当
然
の
よ
う
に
挙
げ
て
、
羽
山
戸
神
と
天
目
一
箇
神
が
二
神
と
も
に
素
戔
嗚
尊
の
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孫
で
あ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
が
、
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
記
紀
神
話
で
は
誓
約
に
於
い
て
生
ま
れ
た
五
男
神
と
三
女
神
が

誰
の
子
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
い
る
も
の
で
は
、
男
神
を
天
照
大
神
の
子
と
す
る
も
の
し
か
無
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
以
下
に
ま
と
め
を
挙
げ
て
お
く
。

◆
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段12

〔
正
文
〕

天
照
大
神
：
素
戔
鳴
尊
の
「
十
握
剣
」
か
ら
田
心
姫
・
湍
津
姫
・
市
杵
島
姫
を
生
む

素
戔
鳴
尊
：
天
照
大
神
の
「
八
坂
瓊
の
五
百
箇
御
統
」
か
ら
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
・
天
穂
日
命
・
天
津
彦
根
命
・
活
津
彦
根
命
・

熊
野
櫲
樟
日
命
を
生
む

↓

天
照
大
神
「
其
の
物
根
を
原
ぬ
れ
ば
、
八
坂
瓊
の
五
百
箇
御
統
は
、
是
吾
が
物
な
り
。
故
、
彼
の
五
男
神
は
、
悉
に
是
吾
が
物
な
り
」「
其

の
十
握
剣
は
、
是
素
戔
鳴
尊
の
物
な
り
。
故
、
此
の
三
女
神
は
、
悉
に
爾
が
児
な
り
」

〔
一
書
一
〕

天
照
大
神
：「
帯
か
せ
る
十
握
剣
」
か
ら
瀛
津
島
姫
、「
九
握
剣
」
か
ら
湍
津
姫
、「
八
握
剣
」
か
ら
田
心
姫
を
生
む

素
戔
鳴
尊
：「
其
の
頸
に
嬰
が
せ
る
五
百
箇
御
統
の
瓊
」
か
ら
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
骨
尊
・
天
津
彦
根
命
・
活
津
彦
根
命
・
天
穂
日
命
・

熊
野
忍
蹈
命
を
生
む

〔
一
書
二
〕

天
照
大
神
：
素
戔
鳴
尊
の
「
八
坂
瓊
の
曲
玉
」
か
ら
市
杵
島
姫
命
・
田
心
姫
命
・
湍
津
姫
命
を
生
む

素
戔
鳴
尊
：
天
照
大
神
の
「
剣
」
か
ら
天
穂
日
命
・
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
骨
尊
・
天
津
彦
根
命
・
活
津
彦
根
命
・
熊
野
櫲
樟
日
命
を
生
む

〔
一
書
三
〕

天
照
大
神「
汝
、若
し
姧
賊
之
心
有
ず
は
、汝
が
生
ま
む
子
、必
ず
男
な
ら
む
。
如
し
男
を
生
ま
ば
、予
以
ち
て
子
と
し
て
天
原
を
治
ら
し
め
む
」
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↓

天
照
大
神
：「
其
の
十
握
剣
」
か
ら
瀛
津
島
姫
命
（
市
杵
島
姫
命
）、「
九
握
剣
」
か
ら
湍
津
姫
命
、「
八
握
剣
」
か
ら
田
霧
姫
命
を
生
む

素
戔
鳴
尊
：「
其
の
左
の
髻
に
纏
か
せ
る
五
百
箇
御
統
の
瓊
」
か
ら
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
、「
右
の
髻
の
瓊
」
か
ら
天
穂
日
命
、「
頸
に
嬰
が

せ
る
瓊
」
を
「
左
の
臂
」
の
中
に
お
き
そ
こ
か
ら
天
津
彦
根
命
、「
右
の
臂
」
か
ら
活
津
彦
根
命
、「
左
の
足
」
か
ら
熯
之
速
日

命
、「
右
の
足
」
か
ら
熊
野
忍
蹈
命
（
亦
は
熊
野
忍
隅
命
）
を
生
む

↓

「
日
神
、方
に
素
戔
鳴
尊
元
よ
り
赤
心
有
り
け
り
と
知
ろ
し
め
し
、便
ち
其
の
六
男
を
取
り
て
日
神
の
子
と
し
、天
原
を
治
ら
し
め
た
ま
ひ
…
」

◆
『
古
事
記
』13

天
照
大
御
神
：
須
佐
之
男
命
の
「
十
拳
の
剣
」
か
ら
多
紀
理
毘
売
命
（
奥
津
島
比
売
命
）・
市
寸
島
比
売
命
（
狭
依
毘
売
命
）・
多
岐
都
比
売

命
を
生
む

須
佐
之
男
命
：
天
照
大
神
の
「
左
の
御
み
づ
ら
に
纏
け
る
八
尺
の
勾
璁
の
五
百
津
の
み
す
ま
る
の
珠
」
か
ら
正
勝
吾
勝
々
速
日
天
之
忍
穂
耳

命
、「
右
の
御
み
づ
ら
に
纏
め
る
珠
」
か
ら
天
之
菩
卑
能
命
、「
御
縵
に
纏
け
る
珠
」
か
ら
天
津
日
子
根
命
、「
左
の
御
手
に

纏
け
る
珠
」
か
ら
活
津
日
子
根
命
、「
右
の
御
手
に
纏
け
る
珠
」
か
ら
熊
野
久
須
毘
命

天
照
大
御
神
「
五
柱
の
男
子
は
、
物
実
我
が
物
に
因
り
て
成
れ
る
が
故
に
、
自
ら
吾
が
子
ぞ
。
先
づ
生
め
る
三
柱
の
女
子
は
、
物
実
汝
が
物

に
因
り
て
成
れ
る
が
故
に
、
乃
ち
汝
が
子
ぞ
」

速
須
佐
之
男
命
「
我
が
心
清
く
明
き
が
故
に
、
我
が
生
め
る
子
は
、
手
弱
女
を
得
つ
。
此
に
因
り
て
言
は
ば
、
自
ら
我
勝
ち
ぬ
」

　

以
上
の
よ
う
に
、物
質
的
に
は
素
戔
嗚
尊
の
持
ち
物
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
と
し
て
も
、最
終
的
に
は
男
神
が
天
照
大
神
の
子
と
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
、『
多
度
大
神
本
縁
略
記
』
に
於
い
て
、
真
野
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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一
目
連
神
社
一
区　
在
本
宮
前

…
予
曰
…
天
津
彦
根
命
者
神
代
天
照
太
神
與
二

素
戔
鳴
尊
一

盟
約
之
中
所
化
而
此
時
生
二

男
神
五
柱
女
神
三
柱
一

。
俗
謂
二

之
八
王
子
一

。

男
神
五
柱
者
天
照
太
神
養
レ

之
令
レ

治
二

天
原
一

。
故
謂
二

天
照
太
神
之
御
子
一

也
。
女
神
三
柱
者
降
レ

之
為
二

道
主
貴
一

。
是
即
皇
帝
守
護

之
神
而
豊
受
太
神
坐
二

丹
波
與
佐
一

之
時
、
又
御
遷
幸
之
時
其
神
功
験
矣
。（
予
曰
く
、
天
津
彦
根
命
は
神
代
天
照
太
神
素
戔
嗚
尊
と

盟
約
之
中
所
化
し
而
し
て
此
時
男
神
五
柱
女
神
三
柱
を
生
む
。
俗
に
之
八
王
子
と
謂
ふ
。
男
神
五
柱
は
天
照
太
神
之
を
養
ひ
天
原
を

治
め
し
む
。
故
に
天
照
太
神
之
御
子
と
謂
ふ
也
。
女
神
三
柱
は
之
に
降
り
道
主
貴
と
為
す
。
是
即
ち
皇
帝
守
護
の
神
に
し
て
豊
受
太

神
丹
波
與
佐
に
坐
す
の
時
。
又
御
遷
幸
の
時
其
の
神
功
験
す
。）

こ
こ
で
は
記
紀
神
話
の
説
を
踏
襲
し
、
お
よ
そ
他
の
神
道
家
か
ら
反
論
さ
れ
る
よ
う
な
余
地
の
な
い
伝
統
的
な
か
た
ち
で
述
べ
て
い
る
。

『
多
度
大
神
本
縁
略
記
』に
於
け
る
主
張
は
、『
藤
嶋
私
記
』に
お
け
る
そ
れ
と
異
な
り
作
為
的
な
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。『
多
度
大
神
本
縁
略
記
』

は
依
頼
し
た
側
の
需
要
に
応
じ
た
書
き
方
を
し
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
が
本
当
の
真
野
の
主
張
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、『
藤
嶋
私
記
』
に
み
え
る
真
野
の
論
の
展
開
の
仕
方
を
み
る
と
、
津
島
神
社
の
神
社
と
し
て
の
格
を
引
き
上

げ
た
い
と
い
う
強
烈
な
意
志
の
存
在
が
あ
る
の
は
ま
ず
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
『
藤
嶋
私
記
』
の
研
究
は
端
緒
に

つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
研
究
の
進
展
が
待
た
れ
る
も
の
で
あ
る
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

１　

山
本
ひ
ろ
子
氏
が
『
異
神
』
下
・「
津
島
の
牛
頭
天
王
信
仰
と
御
葦
流
し
」（
二
〇
〇
三
年
七
月　

ち
く
ま
文
芸
文
庫
）
の
中
で
「
真
野
の
按
文
に
は
神
官
と
し

て
の
見
識
、
近
世
的
思
考
に
よ
る
限
界
が
あ
る
と
は
い
え
、
津
島
社
の
信
仰
・
制
度
・
歴
史
を
考
察
す
る
上
で
も
っ
と
も
包
括
的
な
資
料
集
と
い
っ
て
よ
い
。」

と
指
摘
し
て
い
る
の
が
、
数
少
な
い
言
及
の
一
つ
で
あ
る
。
但
し
山
本
氏
は
上
記
の
著
書
に
お
い
て
『
藤
嶋
私
記
』
か
ら
引
用
す
る
際
に
は
『
藤
嶋
私
記
』
本

体
か
ら
で
は
な
く
、
こ
れ
を
引
用
し
た
『
張
州
雑
志
』（
内
藤
東
甫
編
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
成
立
）
を
翻
刻
し
た
『
張
州
雑
志
抄
』（
一
九
三
二
年
十
二
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月　

国
幣
小
社
津
嶋
神
社
社
務
所
）
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
藤
嶋
私
記
』
と
『
張
州
雑
志
』
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、『
張
州
雑
志
』
採
録
時

点
で
か
な
り
記
事
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
や
は
り
『
藤
嶋
私
記
』
本
体
に
立
ち
も
ど
っ
て
解
釈
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

2　

引
用
本
文
は
、 『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
に
よ
る
。

3　

引
用
本
文
は
、『
神
道
大
系
神
社
編
十
四　

伊
賀
・
伊
勢
・
志
摩
国
』（
西
川
順
士
氏
校
注　

一
九
七
九
年
十
一
月　

神
道
大
系
編
纂
会
）
に
よ
る
。

4　

引
用
本
文
は
、
佐
伯
有
義
『
神
祇
全
書
』
第
四
輯
（
一
九
〇
八
年
五
月　

皇
典
講
究
所　

神
宮
奉
斎
会
）
に
よ
る
。　

5　

引
用
本
文
は
、『
神
道
大
系
神
社
編
十
五
尾
張
・
参
汀
・
遠
江
国
』（
真
壁
俊
信
氏
校
注　

一
九
八
八
年
十
二
月　

神
道
大
系
編
纂
会
）
に
よ
る
。

6　

引
用
本
文
は
、『
神
道
大
系
古
典
註
釈
編
七　

延
喜
式
神
名
帳
註
釈
』（
岩
本
徳
一
氏
校
注　

一
九
八
六
年
三
月　

神
道
大
系
編
纂
会
）
に
よ
る
。

7　

前
掲
注
５
書
に
同
じ
。

8　

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
山
本
氏
前
掲
注
１
書
に
言
及
が
あ
る
。

9　

引
用
本
文
は
、『
言
塵
集
―
本
文
と
研
究
』（
荒
木
尚
氏
編　

二
〇
〇
八
年
六
月　

汲
古
書
院
）
に
よ
る
。

10　

引
用
本
文
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
78
『
詞
林
采
葉
抄　

人
丸
集
』（
財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編　

二
〇
〇
五
年
六
月　

朝
日
新
聞
社
）
に
よ
る
。

11　

多
度
神
社
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
多
度
神
社
の
祭
神
に
つ
い
て
」（『
仏
教
文
学
』
第
三
十
二
号　

二
〇
〇
八
年
三
月　

仏
教
文
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

12　

引
用
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
』
の
書
き
下
し
文
に
よ
る
。

13　

引
用
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
の
書
き
下
し
文
に
よ
る
。

〔
付
記
〕

 

貴
重
な
資
料
の
調
査
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
刈
谷
市
中
央
図
書
館
に
あ
つ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
本
稿
は
寺
社
縁
起
研
究
会

東
海
支
部
例
会
に
於
け
る
『
藤
嶋
私
記
』
の
輪
読
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
多
く
の
先
生
方
に
教
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
記
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。




